
ンラインによる交流などを通して相互

また、国際交流については、行政間交流及び民間交流共に多額 の文化交流に努めていく。

の費用を要するとともに、国際情勢や東日本大震災に伴う諸問

題の影響、相手国の国内事情があり、相互交流を円滑に実施し

ていくことが課題となっている。

国内交流については、新型コロナウイルスの影響により実施事業が大幅に減少した。

国外交流については、国際交流協会が開封市とのオンライン交流事業を実施した。

Ｂ
人員については、現在も最小人数となっており、海外からの受け入れの際は、一時的に他の

担当も含め対応している。予算については、国外交流事業（代表団等の来訪・訪問等）によ

→ り、一時的な増加は避けられないものの、国内交流については、内容の見直し等、工夫をし

ながら事業実施をしており、適正規模と考えている。そのため、現状を維持したい。

友好・姉妹都市との交流においては、市民に対し、友好交流事業の意義及び効果について啓発し、友好都市等の魅力を紹介することに力を

入れ、身近に感じてもらうと共に事業参加への意識を高めていくことが必要である。新たな事業実施も含め、友好都市等との連絡調整を一

層密にしていくことが重要であり、交流を積み重ねていくことにより、市民レベルの交流と相互理解が深化し、戸田市への愛着を育くむ機

会となる。
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施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

07 人が集い心ふれあうまち 市民生活部・協働推進課

05 国際交流・国際化・国内交流

79 国際・国内交流の促進

　教育、文化、スポーツなどあらゆる活動を通じ、地域や国際貢献などの様々な協力活動を図ることができるよう、国内外

の地域住民との相互理解や交流を促進します。

友好都市交流事業

国内姉妹・友好都市との交 国内姉妹・友好都市（美里町・白河市
件 30 28 29 23 28 23 2

流事業数 ）との交流事業数
国外姉妹・友好都市との交 国外姉妹・友好都市（開封市・リバプ

件 6 2 4 5 6 6 1
流事業 ール市）との交流事業数

新型コロナウイルスの影響により国内・国外交流ともほとんど 国内交流については、スポーツや体験等直接人や物とふれあう

の事業が中止となった。 交流が主なものであるため、新型コロナウイルス終息後の本格

通年では、国内交流については、民間交流が伸び悩んでおり、 的な再開に向けて、今まで積み重ねてきた交流が途切れてしま

特に福島県白河市とは、震災の影響や移動距離の問題もあるな わないように関係課や関係団体と連携を密にしていく。

ど、活発化していないことが課題となっている。 国際交流については、オ
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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事業費R コメント
うち4

事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

01 市民交流事業　（協働推進課）

友好都市交流事業

任
意

9,528 国内外友好・姉妹都
0

11,835 市との交流が行われ

１ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ ○ Ｂ02 01 02 01 13 01 02 35,677 るよう庁内・外と連

国内外の友好・姉妹都市との 35,677 携を密にしていく。 0

文化・芸術・スポーツなどの 6,716

R2決算額 R3予算額 R4計画額 R4予算額

計（千円） 事業費 9,528 11,835 35,677 0

うち一般財源 9,528 11,835 35,677 0

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見

戸

直し

７令和4年度で終

田

了 ８令和3年度で終了

市

９令和2年度で終了
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